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地方創生/地域活性化 
 

国際協力機構（JICA）国内事業部 

 

1. 一年間の議論、報告の振り返り 

1） 第１回 NGO-JICA 協議会 

【事例 1】地域の国際化、活性化に草の根技術協力事業を活用した事例 

 地震で甚大な被害を受けたという共通点を持つ宮城県東松島市とインドネシア国バ

ンダ・アチェは、持続可能な地域復興という共通目標をもつことから，草の根技術協

力事業で四つの主要課題（持続可能なまちづくり，地域防災，コミュニティ・ビジネ

ス，機能的な地域行政組織作り）に関して，両市民の主体者意識を促す活動を展開。 

【事例 2】途上国の課題解決の手法を日本で有効活用した事例 

特定非営利活動法人 シェア＝国際保健協力市民の会が海外での活動経験を活用し、

国内の学校で「参加者が一緒に考える」エイズ教育をゲームワークショップ中心に実

施。 

【事例 3】途上国の課題解決から国内の課題解決へとつながった事例 

特定非営利活動法人 アクションの実施した草の根技術協力事業に関し、フィリピン

の養護施設の子どもたちにダンスを教えていた日本のダンス講師が，本プロジェクト

がきっかけとなり，近隣市の養護施設で，子どもたちに無料のダンスレッスンを提供。 

 

2） 第２回 NGO-JICA 協議会 

【事例 1】佛子園（石川県）による草の根技術協力事業事例 

石川県の社会福祉法人佛子園が佛子園の沿革、ブータンで実施している草の根技術協

力事業の障害者支援の活動紹介がプロジェクトマネージャーからあり、JICA 北陸より

JICA からの気づきの視点につき補足のコメントがあった。 

【事例 2】ソーシャルファームから国際協力へ～北海道のチャレンジ～ 

社会課題に向き合わざるを得ない北海道の地域の課題と世界の課題とを紐づけること

を視野にいれた活動や人材の育成について、北海道国際交流センター(HIF)より発表が

あった。 

【事例 3】JICA ボランティアの日本社会への貢献 

JICA ボランティアの進路・就職状況及び支援策や地域での活躍事例、新たな事業とし

てのグローカル協力隊について、JICA 青年海外協力隊事務局から発表があった。併せ

て、JICA 国際協力人材部より、国際協力に関わる人と団体を結び、双方に有用な情報

を提供する総合情報サイト「PARTNER」の可能性について発表があった。 

 

3） 第３回 NGO-JICA 協議会 

【事例 1】草の根技術協力事業（地域活性化枠）の学びから 

静岡県・天竜厚生会（静岡県）・シャンティ国際ボランティア会が共同で、カンボジア

において草の根技術協力事業として実施している幼児教育の質改善事業について、本

プロジェクトに従事している天竜厚生会の保育士から説明があり、地方活性化事業か

らの学びについて意見交換がされた。 

【事例 2】JICA ボランティアの活用/青年海外協力協会（JOCA）の地域活性化の取り組

み 

JICA 青年海外協力隊事務局より、JICA ボランティアの活用として、グローカル協力隊

についての趣旨や目的、実施内容や選考状況についての報告があり、併せて、青年海

外協力協会（JOCA）より、青年海外協力隊経験者による帰国後の地域活性化の取り組
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み事例の説明がされた。 

 

2. 年間テーマ「地方創生/地域活性化」の協議を通じて得た学び 

1）地域活性化における国際協力活動の意義、成果 

・地方に新しい視点を持ち込むことによる閉塞感の打破（「新しい風」） 

・国際協力活動の計画策定や実施の過程を通じて、業務の原点を見直し、日本国内の業

務をより魅力的に構築できる。これにより人材の養成、離職防止、確保につながる側面

もある。 

 

・国際協力 NGO による国内の地域福祉への貢献は、従来の施設中心型から地域社会中心

型の移行に繋がり、SDG が掲げるインクルージョン（包摂性）につながる 

 

・途上国での活動や解決手法の日本の地域の課題解決への適用の可能性 

（課題を発見する参加型開発手法（PCM）、新しいｺﾐｭﾆﾃｨに入る時の手法、主役でなく支

援者としての立場等） 

 

・国際協力活動を経て、日本国内の業務における日本在住外国人への対応力の向上 

 

・海外の方がより経験を持つ社会課題の解決手法の日本への適用可能性 

 

 

2）地域活性化における国際協力活動の課題 

・国際開発の視点のみでなく、日本の地域の課題を理解し、ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ能力を持つ人材の

不足。 

・（地域の課題を担う多様なアクターとのつながりを持つために）NGO のミッションだけ

でなく、行政や企業文化への理解の強化。 

・事例が少なく、今後の蓄積、意見交換が必要 

 

以上 

別添：JICA パンフレット「日本の若者が見た、感じた、国際協力と地域活性化」のご紹介 
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